
2 0１8年4月1 6日№1 3 3
J R 東 労 組 千 葉 地 方 本 部
発 行 者：下 村 悟 史
編 集 者：情 宣 担 当

１．組織現実を共有し､全組合員が担える取り組みを通じて、職場の組合員が
納得できるたたかいを創り上げる

２．労使の信頼関係を新たに創りだすために、労使の紛争状態を解消し、健全な
労使関係の再構築を図る

３．ＪＲ東労組の具体的取り組みを全職場で訴え、脱退した組合員の再加入を
実現する

１．１８春闘のたたかいの総括を踏まえ、職場の意見に基づき、支部・地本が自ら
の意思でたたかいを構築できるよう、中央本部と意見交換を行う

２．第33回臨時大会で確立したスト権については、闘申1号の団体交渉において
「格差ベアの根絶」が確認されていることから、第35回臨時大会において、
形式的にも完全に消滅することを確認する

３．不当労働行為については、12地本の統一闘争へと高めていくために、職場の
たたかいを基礎に、団体交渉に精力的に行う。そのために各労働委員会への
不当労働行為救済申し立てについては、一旦取り下げる

４．今後の施策については、「施策実施に関する確認メモ」「新たな３０年を展望す
る施策実施に向けた確認メモ」に基づき、「安全・健康・ゆとり・働きがい」を基
軸に、施策実施の必要性などを前広に議論し、職場の組合員の声を反映させ
るために労使双方が時間軸をもって議論を尽くす

５．労使関係については、信義誠実の原則に従い、「労働協約」に則り、平和裡な
話し合いを基本とし、労使間の問題の処理にあたっては、労使双方で自主解
決を図るために精力的に団体交渉を行う


